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「夏だ！休みだ！里山で遊ぼう！①」 

Green Gift プロジェクト イベント実施報告 
 
イベント開催となればいつも気掛かりなのがそ

の日の空模様。今回は、1 週間ほど前に気象庁よ

り梅雨明け宣言が出され、雨の心配は無くなった

ものの、今度は子供達の熱中症が心配。対策とし

て新たに大型扇風機を２基設置し、水分補給にも

万全を期しました。 
そんな中、恐らく子供達にとって待ちに待った

夏休み最初の屋外型イベントが、「ならやまベース

キャンプ」にて華々しく開催されました。 

【朝の集合写真でエイ・エイ・オー！】 
 
当日の参加者は、子供 42 名、大人 36 名、来賓

3 名、私達会員スタッフ 44 名の総勢 125 名。 
集合写真では、「さて、これから何が始まるのだ

ろう？」と期待に胸を膨らませ、やる気満々で全

員で鬨の声「エイ・エイ・オー！」の大唱和。 
 午前中は、飯盒炊さんとカレー作り。心配顔で

見守るお母さん達の姿を横目に、初めてのジャガ

イモの皮むきに挑戦し満更でもない様子の幼い子、

これまた初めて火をおこしたと興奮気味に語るお

兄ちゃん、周りに気配りする女の子、どの子の表

情も生き生きして、目が輝いていました。 

【火をおこし飯盒炊さん】【ジャガイモの皮むき】 
 

当然、自分達で作ったカレーの味はまた格別。 
「飯盒炊さんでこんなにおいしいご飯が炊けるな

んて」と、お母さん、お父さん達からも感嘆の声。 
食事の後は、みんなで後片付け。こちらの方も

テキパキ楽しそうにみんなで協力してやってくれ

ました。 

【自前のカレーを賞味】 【皆で楽しくお片付け】 
昼からは、3 つのグループに分かれ、昆虫採集、

池の観察、自然工作と続きます。 
ビオ・トープではお池の生き物の説明をみんな

真剣なまなざしで聞いてくれました。その後、網

を使って池の生き物の観察。普段あまり顔を見せ

ないドジョウも呆気なく御用となりました。 
昆虫採集では、バッタやトンボをたくさん捕ま

え、「こんなに採れたの初めて」と大満足。極めつ

けは、私達もこれまで「ならやま」で目にしたこ

との無かったタマムシを捕まえた子がいた事。 
タマムシには気の毒ですが、そんな自然が守ら

れている事を知り私達も改めて「ならやまの自然」

を誇らしく感じました。 

【ビオ・トープで説明を聞く】  【昆虫採集】 
自然工作では、「ならやま」の竹を使ってみんな

でカスタネット作り。思い思いに絵を施し、マイ・

カスタネットの出来上がり。小さな芸術家の腕前

に舌を巻きました。 
 何週間も前から、企画を立て、準備に余念なく

本番に備えてくれた担当幹事の皆さま、それをし

っかりサポートしてくれた会員の皆さま、本当に

お疲れ様でした。有難うございました。 
（辻本信一） 


